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Diaporthe meωωv征:brevistytosporaおよびP加rnopsisSp.によるブドウ脱粒病(新称)

衣川 勝 1.2*・兼松 聡子3・加藤 寛2.4・秩光和也2

ABSTRACT 

K町UGAWA，M.l.2*， KANEMATSU， S人KATOH， H.2.4 and AKIMITSU， K.2 (2008). Berry drop of grape caused by Diaporthe melonis 
V訂'.brevis砂losporaand Phomopsis sp. ]pn. J. Phytopathol. 74: 346ー349.

Peduncle dieback following berry drop in the middle of grape clusters， primarily on cultivars Pione， Muscat Bailey A and Muscat of 

Alexandria， has been observed仕equentlyat harvest time in Kagawa prefecture since 1999. On the basis of morphological and cultural 

characteristics and molecular phylogenies， the causal pathogens were identified as Diaporthe melo叩sv紅 brevisかlosporaand 
Phomopsis sp. Berry drop (Datsuryu-byou in ]apanese) is proposed for the name of the disease. Both isolates caused grape berry 
drops and were also pathogenic to fruits of kiwi仕uit，satsuma mandarin and apple. 

(Received November 7， 2007; Accepted May 21，2008) 
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1999年以降，香川県下の加温ブドウ (Vitisspp.)で，収穫

期に果房中央部を中心として果梗が枯れ込み，果粒が脱落す

る症状が見られた.この症状が見られた品種は，‘ピオーネ

‘マスカットベーリー A' および‘マスカット ・オブ ・アレ

キサンドリア'であり，特に‘ピオーネ'に発生が多かった.

この脱粒が生じた果梗部からDiaportheおよびPhomopsis属

菌が高率で分離され，両種の菌とも接種により病徴を再現し

た両菌によるブドウの脱粒症状は，未記載であるのでここ

に報告する.なお，本論文の一部は平成 16年度日本植物病

理学会大会で発表した (衣川 ・兼松， 2004) 

病徴脱粒は， ブドウ果実の酸が抜け，糖度が上がる収穫

開始時期から始まり，収穫終期まで続いた.最初は果梗部に

小さな黒褐変点が見られ，これが拡大して果梗全体を取り巻

き，枯れ込みが進み (Fig.1A) ，やがて果粒が脱落した 被

害が著しい場合は穂軸の一部まで枯れ込みが進んだ (Fig.

1B) .脱粒は主として果房の中央部から発生し，脱落した果

粒に著しい萎凋や退色は見られなかった.

病原菌の分離供試菌は， 1999年から 2004年に香川県下

で発生したブドウ脱粒症状が進展して枯れ込んだ果梗(‘ピ

オーネ， 115個，‘マスカットベーリ-A' 120個，‘マスカッ

ト・オブ ・アレキサンドリア，12個)から分離した 同部位

を約5mmの長さに切り取り，これを 70%アルコールに約20

秒間浸漬し， 次いで 3%次亜塩素酸ナトリウム溶液で 1 ~ 2

分間表面殺菌し，殺菌水で洗浄後，殺菌ろ紙上で水分を十分

に除去し，ブドウ糖加用ジャガイモ煎汁寒天培地 (PDA)培

地に置床して， 250C下 12時間照明(蛍光管と近紫外線ラン

プを併用 ) ・ 12 時間暗黒条件で 2~3 週間培養した.その結

果，同部位からはPhomopsis属菌が高率 (42.0%)で分離され

たまた，本属菌以外には，Aspergillus属菌 (22.3%)，Cladospo-

nωn属菌(21.7%)，BotηosPhaeria属菌(2.3%)，Col/etotrichum 
属菌 (0.4%)等が分離された.

分離されたPhomopsis属菌を単胞子分離し PDA培地上で

培養すると，特徴のある 2種類の菌株群に分けられた.一つ

は， ‘ピオーネ ‘マスカットベーリ-A'のいずれの品種
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9.3 x 2.0ー3.3(平均7.5x 2.5)μm，。型分生子は 15.0ー23.8

x 1.0ー1.5(平均 19.0x 1.2)μmであり， GFP・1株のp型分
生子より長さがやや短かった.子のう殻は球形や偏球形で，

大きさは内径150ー250x 150ー247(平均202x 203)μmで

あった.子のうは，長こん棒状，頂部にapicalringを有し，

8個の子のう胞子を単列ないし複列で含み，大きさは39.8-

47.5 x 4.5ー7.5(平均42.6x 6.3)μmであり，子のう胞子は

無色， 2細胞，長紡錘形や楕円形で，隔膜部でくびれ大きさ

は9.3-11.3x 3.0-4.5 (平均 10.1x 3.7)μmであった.形成

された子のう胞子を単胞子分離し， PDA培地上で培養した結

果，上記と同様の菌叢上に，分生子殻と分生子および子のう

殻と子のう胞子が形成された.

これら 2種類の菌株 (GFP-1およびGFP-A2)を，本邦に

おける ブドウのPhomopsis属菌による 4病害 (日本植物病理

学会， 2000)の病原菌であるホモプシス腐敗病菌，つる割病

菌，芽枯病菌および枝膨病菌と比較した.ブドウホモプシス

腐敗病菌 (粕山ほか， 1980;畑本， 1989)は， PDA培地上で

の分生子殻が283-808(平均545.4)μm，α型分生子が5.0-

8.8 x 2.5ー3.1(平均6.3x 2.8)μm， s型分生子が 15.0ー35.0

x 1.3-2.5 (平均24.7x 1.9)μmであり，菌株GFP-1とほぼ

同じ大きさであった.ブドウつる割病菌 (田中， 1998)は，

α型分生子が6.0-14.4x 2.0ー5.4μm，s型分生子が18-35x 1μm 

で，分離2菌株より α型分生子が大きかった.また，芽枯病

菌 (深谷ほか， 1988)では，子のうは47ふー60x 7.5-10 (平

Fig. 1. Symptoms of berry drop of grape and colony of the causa1 均 54.6x 8.1)μm，子の う胞子は 10.5-13.8x 2.4--4.5 (平均

釦ngi. 12.2 x 3.3)μm，α型分生子が6.6--12.2x 2.3-3.3 (平均9.2
A) Pedunc1e dieback of grape. B) Diseased grape c1uster. 

Colony of isolate C) GFP-1 and D) GFP-A2仕omgrape 

pedunc1e dieback on potato dextrose agar (PDA) 

からも検出され，菌叢は始め白色で培養期聞が長くなると基

底部が赤紫色に着色し，子座は綿毛状気中菌糸に埋もれてあ

まり発達せず，培地上に不規則に分生子殻を形成する菌種

(Fig.1C)で，この菌種の代表株として分離された菌株GFP-

1の分生子殻は 170ー930x 120-590 (平均545x 341)μm，α 

型分生子は紡錘形または楕円形で主に2個の油球を含み大き

さは6.2-9.1x 2.1-2.6 (平均7.7x 2.3)μm， s型分生子は

18.2-28.6 x 1.0-1.6 (平均23.6x 1.2)μmであった.

もう一方の菌種は，主として‘マスカ ットベーリ -A' か

ら分離され，菌叢は密度の高い綿毛状で，培養初期は白色で

あるが 2 ~ 3 週間経過するとうすく灰黒色を帯び， 発達した

子座内に分生子殻を形成し，さらに培養期聞が1ヶ月以上経

過すると分生子殻の下に 1 ~数個の子のう殻を形成する ホモ

タリックな特徴を有する菌株群であった (Fig.1D) . この菌

種の代表株として分離した菌株GFP-A2のα型分生子は6.3-

x 3.2)μm， s型分生子が 19ふ-44.6x 2.3-3.0 (平均29.8x 

2.6)μmであり，分離した2菌株に比べ，子のう，α型分生

子，s型分生子がやや大きかった枝膨病(田代， 1988; Kajitani 
and Kanematsu， 2000)の分生子，子のう胞子は，分離した菌

に比べて明らかに大きかった.

菌叢生育温度 GFP-1およびGFP-A2の両菌株とも， PDA 

平板上において 10~ 350Cの範囲で生育し，270Cで最も生

育は良好であった.しかし，菌叢の生育速度は明らかに異な

り， 270Cでの培養において菌叢の直径が9cmに到達したの

は，ホモタリ ック な特徴を有する菌株GFP-A2ではほぼ処理

3日後であったのに対して，菌株GFP・1は処理5日後であり，

明らかに菌叢の生育速度が異なった

リボソーム DNA(rDNA) ITS領域を用いた系統解析

Kanematsu et al. (2000)の方法で， rDNAITS領域を Whiteet

al. (1990)のプライマーITS1とITS4を用いて解析した.得

られた菌株GFP-1(AB302248)およびGF旦A2(AB302247) 

の塩基配列と，圏内産果樹等から分離された菌株(Kanematsu

et al.， 2000) ，海外産ブドウ等分離菌株 (Mostertet al.， 2001; 
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1-a brevlstylospora 

Fig. 2. Neighbour-joining tree of Diaporthe and Phomopsis 
isolates deduced from rDNA ITS sequence analysis. 

Bootstrap values， shown at the nodes， were calculated 

from 1000 replications. Isolates obtained in this study 

仕ompeduncles with dieback and their accession nurnbers 

are boxed. 

van Niekerk et al.， 2005)およびBlast検索により GFP-A2と

高い相向性を示した菌株 (Rekabet al.， 2004; Osawa and 

Kobayashi，1989)の配列を加え， MAFFT ver. 5.8を用いてマ

ルチプルアラインメント行った.アラインメントの微調整に

はSeaView(Galtier et al.， 1996)を用いて目視で行った.系

統推定のため， Clustal X (Thompson et al.， 1997)を用いて

Kimuraの2パラメ ータ法による近隣結合法で系統樹を作成

し， ブート ストラッ プ値を 1000回計算して分岐の信頼性を

評価した (Fig.2). その結果，菌株 GFP-1は， Kanematsu et 

al. (2000)の定義したPhomopsisW型株と共に単系統を形成

し，その中には，Phomopsis sp.によるキウイフルーツ果実

軟腐病菌 (衣川・ 佐藤， 2003)も含まれた GFP-A2は，イタ

リアのヒマワリから分離されたD.helianthi (AJ312357)， メロ

ン陥没病の病原菌の一つであるD.melonis var. brevisかlospora

(AB105147) ，ダ、イズから分離されたD.phaseolo叩 mvar. merid-

ωゅtalis(AJ312359)と同定された菌と同じ系統群であること
が支持された.近隣結合法により推定された GFP-1を含む

単系統群と， GFP-A2を含む単系統群は，MrBayes ver 3.12を

用いたベイズ法による系統解析によ ってもそれぞれ異なる

単系統群となった(データ省略)• 

分離菌株の病原性 分離菌株の病原性は，収穫近くの‘ピ

オーネ'および‘マスカッ トベーリー A' 両品種の果梗およ

び果粒に有傷と無傷で，菌叢または分生子懸濁液を接種して

調査した有傷接種では，果梗部には針で 5 ~ 6 カ所刺し て，

また果粒にはカーボランダムで果粒表面をこすって傷を付

けた.無傷接種では，傷を付けない以外は有傷接種と同様に

処理した.菌叢接種の接種源は，分離菌を PDA培地で270C

下約 14日間培養した菌叢を用い，菌叢を 5mm角に切断し

て付傷部に貼り 付け，果房全体をビニールの袋で、5日間被覆

して静置した 分生子懸濁液接種では，約 4X 106個Imlの

分生子懸濁液を含ませた脱脂綿を付傷部に巻きつけ，菌叢接

種処理と同様に静置した.対照無接種は，菌叢接種では未培

養の PDA培地を，分生子懸渇液接種では殺菌水を用いて上

記と同様にして行った.

菌株 GFP-1の菌叢を‘ピオーネ'の果梗に有傷接種した結

果，接種果梗の果粒の 73%が落下した また，同菌株の分生

子懸濁液を阿部位に有傷接種した結果，接種果梗の果粒の

54%が落下した.果粒に対する同菌株の分生子懸濁液による

有傷接種では，6%が落果した. しかし果梗および果粒に

対する無傷接種では落果はなかった. ‘マスカットベーリ-

A'に対しては，菌叢を用いて有傷，無傷接種を行った.菌

株 GFP-1を果梗に有傷接種した結果，接種果梗の果粒の32

%が落下した.同菌株の果粒に対する接種では，有傷接種で

2%の落果があった.また，菌株GFP-A2を果梗に有傷接種

した結果，接種果梗の果粒の 84%が落下した.なお，これら

両菌株の果梗および果粒に対する無傷接種と果梗または果

粒に対する対照無接種では落果はなく，落果からは接種菌が

再分離された.

上記の試験で，果粒接種により落下した果粒は，水浸状に

腐敗し触れると容易に落下したが，ホモプシス腐敗病に見ら

れる円形の病斑や容易に剥皮する病徴は認められなかった.

また，果梗接種により落果した果粒は，水浸状に腐敗せず大

きな萎凋も見られなかった.菌株GFP-1に対する感受性は，

‘ピオーネ'の方が‘マスカットベーリ -A' より高かった.

また，菌株GFP-1より，ホモタリックな菌株GFP-A2の方が

病原力は強かった.

菌株 GFP-A2の単子のう胞子由来菌株As-GFPは，菌叢を

用いた有傷接種でミカン， リンゴ，キウイフルーツの果実に

対して病原性を示した.しかしいずれも ブドウ(ピオーネ)

の新葉に対する病原性を示さなかった.

病原菌の同定および病名の提案 現在，本邦で報告がある

Phomopsis属菌によるブドウ 4病害の中で， 脱粒症状が報告

されているのはつる割病のみである.つる割病は，新葉の縮

れ，新梢の萎縮や枝に木質部に達する裂け目が縦に入るつる

割れ症状が見られ，果実面に黒色小粒点を生じ，果梗や房軸

なども侵されると成熟間際に落果する これに対して，今回

報告する脱粒症状では，葉や枝の異常は観察されず，果実に

黒色小粒点を生じず，ブドウの新葉に対して病原性を示さな

い.さらに，菌株GFP-1およびGFP-A2ともに，つる割病菌

P. viticolaより α型分生子の長さが短かく，またrDNAITS領

域の系統解析で別系統であった.以上の事から，本病はつる
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割病菌とは異なる菌による病害と考えられ，ブドウ脱粒病

(berry drop of grape)と提案したい.

rDNA ITS領域の系統解析の結果から，菌株 GFP-1は

Phomopsis W 型株と単系統であった• Phomopsis W型株は，モ

モ，ナシ， リンゴの胴枯症状および果実腐敗をおこす菌で，

広範な植物種から分離され，ヘテロタリックな交配様式をも

っ.コ ロニーは主に白色で，培養が進むと，所々に基底部の

着色が見られる (Kanematsuet al.， 1999，2000). 菌株 GFP-1

は，このPhomopsisW型株と分生子，子のう胞子，およびコ

ロニーの形態が類似していること，リンゴ等果実への病原性

があることなどから同種と考えられる.しかし，本菌の正式

な種名決定については，今後の研究進展を待つこととし，こ

こでは種名をPho怖wpsissp. にとどめておきたい.

菌株 GFI主A2はrDNAITS領域の系統解析結果から，D. 

helianthi 1-1株(アクセッションNo.AJ312357)， D. phaseolorum 

V紅:meridionalis 10-99株 (アクセッション No.AJ312359) 

(Rekab et al.， 2004) ，メロン陥没病の病原菌の一つである D.

melonis var. brevis砂lospora(Ohsawa and Kobayashi， 1989)の菌

株 (アク セッション No.AB105147とAB10518)と単系統群

であることが明らかとなった.このうち 1-1株は， ヒマワリ

から分離された菌であるため，分離宿主に依存した分類体系

により D.helianthiとしているが，本商はD.helianthi s. str.と

は別系統であると述べられている (Rekabet al.， 2004) .さら

に，10-99株はZhanget al. (1998)が定義するD.phaseolorum 

V紅:meridionalisとの rDNAITS領域の相向性が低く(データ

省略)，同種であるか疑いが残るため，現時点では菌株 GFP-

A2をD.helianthiおよびD.phaseolorum var. meridionalisと同

定すべきではないと考える. Ohsawa and Kobayashi (1989) 

により記載されたD.melonis v低 brevistylosporaの形態測定値

は，菌株 GFP-A2と比較すると約 75-80%程度でやや小さい

ものの全体的に類似しており， s胞子が短いことや培地上で
ホモタリックに子のう殻を形成する性質は，菌株 GFP-A2の

特徴とよく合致している.以上の理由から，菌株GFP-A2を

D. melonis Beraha & O'brien var. brevisち，losporaKobayashi & 
Ohsawaと同定する.なお，今回報告したブドウ脱粒病菌と，

ブドウ芽枯病，ブドウホモプシス腐敗病の病原菌との異同に

ついては，同一条件下での病原性比較および形態比較によ

り，さらに検討する必要がある.
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